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福島敬香保育園



５月・１１月 太鼓講習会(３．４．５歳児・職員)

全日本幼児教育連盟の講師を迎えて講習会を開きまし
た。３歳児は挨拶・姿勢・打ち方などの基礎練習、４歳児
からは曲太鼓や創作太鼓の動きを教えてもらいました。

７月 夏まつり(５歳児)
今年リニューアルした金色の襟
の衣装を着て、｢夏疾風｣を披露。
フラッグで夏らしく爽やかに演奏し
ました。初披露は緊張してドキドキ。

１２月 わくわく発表会(１・３歳児)
憧れの年長さんをまねして、太鼓遊び
を披露しました。気分は「黄組さん！！」

小さい子達だって太鼓を好きな
気持ちは負けないぞ。

パンフレット完成！！



古関裕而生誕記念コンサート ８月１１日
セミの鳴き声が響く炎天下、古関祐而記念館前
で、歌｢とんがり帽子｣｢高原列車は行く｣ 曲太
鼓｢オリンピックマーチ｣を演奏しました。

結ゆいフェスタ２０２２ ８月２８日
小雨が降り８月とは思えないほどの肌寒い日で
した。まちなか広場のステージで、｢オリンピック
マーチ｣｢夏疾風｣の曲太鼓を披露しました。



【１０月 街中探検】
♪古関裕而ストリートで散策
♪憧れのメロディーバス乗車！

街中探検｢こむこむ｣までの道のりは、歩いて
古関裕而ストリートを散策。メロディボックスや
エールポストをみつけて興味津々でした。

帰りは福島駅から念願のメロディバスに乗車。
｢鐘がなりますキンコンカン♪｣流れてくる音楽
に合わせて大合唱！｢オリンピックマーチ｣が流
れてくると〔エア太鼓〕で、乗り合わせた一般の
お客さんたちからも拍手がわきました。



当初は２月１８日(土)に開催する予定でしたが、３日前にイン
フルエンザが年長クラスで大流行しました。

年度末で延期をするにも難しい時期です。土曜日の演奏会
はできないということを子ども達にどう伝えよう…悩みながら子
ども達に話すと、ある男の子が言いました。

「黄組、全員がいないとできないもんね」

演奏会が中止になって悔しいのは、インフルエンザになって
しまった子だけではなく、元気に登園している子も先生達もみ
んな同じ気持ち。大切なことに気付かせてくれた一言でした。

なんとしてでも演奏会をやりたい！その思いが通じたのか３
月１１日(土)に開催することができました。

令和４年度 和太鼓演奏会 ふくしん夢の音楽堂小ホール ３月１１日(土)

♪オリンピックマーチ
♪夏疾風
♪あぶくま
♪敬香まつりだいこ
♪こどもばやし
♪火焔

手書きの招待状はエールポストに投函。



｢黄組さんになったらかっこいい衣装を着て太鼓を叩くん
だ｣と、いつの年も敬香保育園で【太鼓】は子ども達の憧れ
です。小さい時から見て聞いて、体で覚えてしまっている太
鼓のリズム。どんなことでも小さな積み重ねが大切なんだと
改めて感じます。
年間を通じて取り組んでいる和太鼓は、音だけではなく心

と体の成長もしっかりと感じられる取り組みです。年長児は
もちろん、小さいクラスの子も職員も、保育園全体が「こころ
ひとつ」になる…そんな和太鼓の活動にこれからも誇りを
持って取り組んでいきます。

～敬香保育園にいつまでもいつまでも先生方と子ども達の
敬香太鼓の音が響きますように～
(卒園式 保護者代表謝辞より)

｢お休みした子の分もみんなで頑張ろう｣

クラスの友だちと担任の先生、全員そろっての行事。今ま

で当たり前だったことが当たり前ではなくなった令和４年
度。そんなコロナ禍を乗り越えてきたからこそ、｢みんなで｣
｢こころひとつ｣という絆が強かった年長児・黄組。

２１名全員参加の和太鼓演奏会は、１年間の様々な思
いがあふれて、保護者も職員も子ども達も涙がとまりませ
んでした。


